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神辺東中学校区 校番 76 福山市立御野小学校 
   

 最終更新日 202６年(令和８年) ３月１０日 

 
ミッション  福山に愛着と誇りを持ち、変化の激しい社会をたくましく生きる子どもを育てる。 

ビ ジ ョ ン  各中学校区・学校が、資質・能力の育成に向けた特色ある教育課程を編成し，日々の授業を中心として評価・改善を進めながら，子どもたちの確かな

学びを実現している。 

 

児童生徒の現状 

・小集団での人間関係づくりはで
きるが、大きい集団における関
わりには課題が見られる。 

・ 学習に向かう意欲や、努力する
態度が育ってきた。基礎学力定
着に向け、さらに評価の精度を
上げるとともに、活用場面の充
実を図る必要がある。 

 

育成する 

資質・能力 
課題解決力・コミュニケーション力   

 

めざす子ども像 

(義務教育修了時の姿) 

自己を認識し、「なりたい自分」を目指し、自分の人生を選択し、自分らしく表現す

ることができる。 

中学校区として 
統一した取組等 

【学びづくり部】校区研究テーマを踏まえ、課題発見・解決型の学びづくりを行う。 

【生徒指導部】小中及び小小連携・交流活動の実施、生徒指導規程の見直しを行う。 

        児童・生徒の実態交流及び連携を行い、進路指導について研修する。 

【健康・体力づくり部】児童・生徒が自らよりよい生活習慣づくりをするための取組を行う。 

※よりよい学習習慣や生活習慣づくりに向けた系統的な指標「校区スタンダード」の作成 

 

現 状 
 

＜児童生徒＞ 

○学習への意欲やねばり強く努力する態度が育ってきたが、知識の活用には、
まだ課題がある。既習の知識や技能を活用し自ら考えたり、工夫して表現し
たりする場を効果的に設定し、学習過程を充実させる必要がある。 

○児童は、素直で優しく、真面目に行動しようとしている。一方、他者との関わ
りの中で、自分の思いが言えなかったり、相手の思いを理解できなかったりす
る場面も見られる。さらに、協力して活動する良さを実感するよう取り組む必
要がある。 

 

＜授業＞ 

○生活科と総合的な学習の時間を核にした総合単元構想を作成したが、学習課
題の見直しや、学習過程の充実を図る必要がある。 

○単元構想シートを活用し、各教科等の「見方・考え方」をはたらかせて納得
解を生む授業づくりに努めた。今後、知識を活用する場を積極的に設け、使
える知識・技能の定着を図る必要がある。 

○児童が学習に達成感を感じ，意欲を高めつつある。育成すべき力を明確に学
びの良さを実感するとともに、学習したことが、次の学習や家庭学習等につ
ながるようにする。 

 

育成する 

資質・能力 

課題解決力（思考力・判断力・表現力） コミュニケーション力（学びに向かう力） 

→①課題の設定→②情報の収集→③整理・分析→④まとめ・表現→⑤振り返る→ ①伝え合う ②認め合い協働する 

めざす 

子ども

像 

低
学
年 

① 対象と関わり、気付きや疑問からやってみたいことを見付ける。 

② 観察やインタビュー、撮影などをして情報を収集する。 

③ 経験したことや活動を思い出したり、比べたり分類したりして考える。 

④ 相手に応じた言い方で，自分の考えを伝える。 

⑤ 他者の考えに感想をもつ。 

① 相手の考えをじっくり聞いた

り、自分の考えをはっきり伝えた

りする。 

② 協力して活動しようとする。 

中
学
年 

① 体験活動やインタビュー等で得た情報から、興味・関心をもとに、課題を見出す。 

② 観察やインタビュー、撮影などをして必要な情報を収集する。 

③ 複数の情報を比較・分類し、特徴を見付ける。 

④ 相手や目的を意識し、自分の考えを工夫して伝える。 

⑤ 他者の考えの良さを見付ける。 

① 相手の考えを聞いて共感した

り、自分の考えを伝えたりしなが

ら合意形成を図ろうとする。 

② 自他の良さを生かしながら協力

して活動しようとする。 

高
学
年 

① 様々な情報をもとに、自他の思いや願いから、課題を見出す。 

② 多様な方法で情報を収集したり、情報の真偽を確かめたりする。 

③ 複数の情報を比較・分類したり、関係付けたりして特徴を見付ける。 

④ 目的や意図に応じて、話の構成を考えたり，資料を活用したりして、

工夫して伝える。 

⑤ 他者の考えの良さや改善点を見付け、他者の考えから自分の考えを改善する。 

① 相手の立場や思いを理解し、意

見を出し合いながら、合意形成を

図ろうとする。 

② 自他の良さを生かしながら協働

して活動しようとする。 
   

研究 

テーマ 
主体的に学び、他者と協働して課題を解決する児童の育成 

－ 探究のプロセスにおいて、地域の人・もの・ことと関わる単元づくりを通して ― 

内容

等 

○地域素材を活用した探究的な単元の構想 

○見方・考え方をはたらかせる教師のファシリテーション（課題との出会わせ方 発問 つ

まずきや困難への支援、個別・協働的な学びの場）の工夫 

○育成する資質・能力を明確にした振り返り（理解 関連付け・統合 自己の成長）の充実 

めざす授業

の姿 

◇児童が知的好奇心を持ち、意欲的に学びに向かう授業 

◇児童が、自らの経験や既習の知識・技能を活用して対象と関わり、体験、調査、対話活動

等を通して課題を解決しようとする。 

◇児童が学習を振り返り、達成感や充実感を感じると共に、学習を次へとつなぐ授業 

 

前年度学校関係者評価の主な内容 

・各校とも、知・徳・体に係る工夫した取組
がなされている。児童・生徒のつまずきへ
のアプローチや心の教育の充実、幼保小中
連携教育を今後とも進めてほしい。 

・研究方法等の工夫が見られる。児童・生
徒、教職員、保護者・地域が、ともに挑
戦できる場を大切に、やりがいや充実感
が一層向上することを期待する。 

 

ミッション 

ふるさと御野に愛着と誇りをもち、未来を拓く意欲をもった人材を育成する。 
○教育活動を充実させ、児童に学力をつける。 

○多様性を理解し、他者と協働して活動する力を付ける。 

○地域と進んで関わり、地域から学び、地域のために役立ちたいという思いを育てる。 

 
学校教育目標 

自ら学び、人間性豊かで、たくましく生きる子どもの育成 
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Ⅳ 目標・取組及び評価指標等の設定と評価                                                

年 
目 

中期経営 
目標 

重 
点 

分 
類 

短期経営 
目標 

目標達成に 
向けた取組 評価指標 

中間評価(10 月１日) 最終評価(２月末) 

□指標に係る 
取組状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

改善方策 
□指標に係る取組状況 
◎短期(中期)経営 
目標の達成状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

総合 
評価 

改善方策 

１ 

自ら学ぶ 

主体的・協
働的に学
び続ける
児童の育
成 

★ 
新
規 

児童が主
体的に学
び他者と
協働して
課題を解
決しよう
とする授
業づくり 

○地域素材を

活用した単

元づくり及

び課題発見・

解決学習の

実施 

・地域学習単元

構想図作成・

交流 

◆学習に係る児

童の意識調査 

肯定的評価：

８０％以上 

・解決しようとする
課題について、
「なぜだろう」、
「やってみたい」
と思う 

・情報を、比べた
り、仲間分けした
り、関係を見付け
たりして、何が分
かるのかを考えて
いる 

・自分の考えとその
理由を明らかにし
て、相手に分かり
やすく伝わるよう
に発表を工夫して
いる.。 

◆学習に係る児童の意識調査 
・解決しようとする課題について、

「なぜだろう」、「やってみた

い」と思う【８９％】 

・情報を、比べたり、仲間分けした

り、関係を見付けたりして、何が

分かるのかを考えている 

【８３％】 

・自分の考えとその理由を明らかに

して、相手に分かりやすく伝わる

ように発表を工夫している 

【７５％】 

〇探究的な学習のサイクルを意識

した単元構想づくりを行った。

そのため児童が「なぜだろう」
を思ったことや情報分析を意識
した結果だと考える。今後は、

単元構想図を基にした探究のサ
イクルを実際に回していく必要
がある。 

３ ３ 

・単元構想図
をもとに探
究のサイク
ルをまわし、
教師がレー
ルを引かな
い授業をつ
くる。 

◆学習に係る児童の意
識調査 

・解決しようとする課題につい
て、「なぜだろう」、「やって
みたい」と思う【９０％】 

・情報を、比べたり、仲間分け
したり、関係を見付けたりし
て、何が分かるのかを考えて
いる 

【８６％】 

・自分の考えとその理由を明らか
にして、相手に分かりやすく伝
わるように発表を工夫している 

【７４％】 

 

〇全学年が単元構想図の
作成・実施・見直しを
行い、学校全体で探究
的な学びづくりをする
ためのポイントを整理
することができた。 

３ ３ ３ 

・児童の思考や

思い、願いに

沿った学習課

題の設定を行

う。 

・総合的な学習

の時間の単元

構想図の見直

しを行い、探

究的な学びを

継続する。 

・相手意識、目

的意識を持っ

た表現活動の

場を工夫して

設ける。 

○授業Weekに

国語部会、算

数部会の授

業提案、授業

交流実施 

（６月、11月） 

◆授業観察シー

トを活用した

評価 

 肯定的評価：

80％以上 

◆授業観察シートを活用した評価【１００％】 
 
〇６月の授業ウィークでは、
全員が授業を公開し互いの
授業を見合うことができた
が、型にこだわる授業では
なく、学びの定着と協議の
充実を目指す。 

３ ３ 

・11 月の授業
ウィークで
は、学びの
習得のため
の手立ての
工夫の設定
と授業後の
交流・協議
を充実させ
る。 

◆授業観察シートを活
用した評価 

【１００％】 
 
〇教材研究の視点を学んだ
という、肯定的評価が多
かった。授業者にとって
は、自己の授業内容を見
直し、改善を図るきっか
けとなった。 

３ ４ ４ 

・本時でつけ
たい力を明
確にした授
業ウイーク
の実施を継
続する。 

○学力補充 

・みのっ子タイ

ムにおける基

礎・基本学習 

・家庭学習の習

慣（宿題・予

習・復習） 

◆標準学力調査等

の実施 

５・１２月に実

施し結果が向上 

◆学力補充のため、みのっ子
タイムに加え、週に１回学
び直しの時間を設けた。 

 
〇学力補充に係る取組はで
きている。しかし、目的
の明確化と取組の精選を
図る必要がある。 

３ ３ 

・みのっ子タイ
ムでは漢字と
計算などの基
礎基本の定
着、がんばる
教室では複数
対応での学び
直しを目的と
し、家庭学習
と共に学びを
支える取組を
充実させる。 

◆標準学力調査の結果 
 （全国平均点との差） 

国：4年10.9点、5年5.2点上昇 

算：4年12.3点、5年11.9点上昇 

学びに向かう意欲がある92.9％ 

〇「みのっ子タイム」、「が
んばる教室」での学び直
しの時間が効果的であっ
た。児童が自らの考えを
アウトプットする授業づ
くりが必要である。 

３ ４ ４ 

・児童が自ら
の考えを説
明する等探
究の過程を
充実させる
授業づくり
をする。 

・学力補充に
加え、家庭学
習の内容を
充実させる。 
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３ 
人間性豊か 

 
★ 

継
続  

○児童が企画・

運営・改善す

る行事や委

員会活動等

の実施 

◆児童の意識調査 

肯 定 的 評 価 

80％以上 

・自分とちがう意

見について考え

るのは楽しい 

・友だちや周りの

人の考えを大切

にして、協力し

ながら課題の解

決に取り組んで

いる 

・自分や周りの人

の良さに気付い

ている 

◆児童の意識調査結果 
・ 自 分 で 考 え ， 活 動 し た

【80.5％】 

・友だちや周りの人の考えを大

切にして、協力しながら課題

の解決に取り組んでいる

【96.3％】 

・自分や周りの人の良さに気付

いている【90.2％】 

 

〇クラブ活動においては、

6 年生が運営を進める

ことができたクラブが

あったが、委員会活動に

おいては、常時活動に参

加できない児童がいた。

また、徹底させることが

できなかった。 

３ ３ 

・・児童が主体的
に活動でき
るように、
委員会の基
本の進め方
を提示し、
児童に会を
運営させ、
アイデアを
出しやすく
する。 

◆児童の意識調査結果 
・自分で考え活動した
【83.8％】 

・友だちや周りの人の考
えを大切にして、協力
しながら課題の解決に
取り組んでいる。
【92.7％】 
・自分や周りの人の良さ
に気付いている
【91.7％】 

 
〇児童に役割を持たせ、そ
れぞれの学年や立場から
責任ある行動ができるよ
うに取組み、学年を超え
て関わりを増やすことに
つながった。月目標につ
いて全児童が振り返り、
それを数値化すること
で、目標に向かってクラ
ス全体で取り組もうとす
る児童が増加した。 

３ ４ ４ 

・児童が主
体となる、
クラブ・委
員会活動
の継続実
施。 

・縦割り掃
除を継続
実施し、自
己肯定感
を高める
振り返り
を実施す
る。 

・月目標の
結果の数
値化を継
続実施。 

３ 人間性豊か 

思いを伝え
合い、互い
を理解し合
って、自分
も他者も大
切にする児
童の育成 

★ 継
続 

児童が多
様な他者
と関わり
合い、認
め合う活
動による
自己肯定
感の向上 

○児童がお互

いの考えを

認め合うク

ラス会議の

実施 

〇クラス会議において
は、実施 できたクラス
もあったが、目的をも
って行うことができた
かは定かではなかった
ため、2学期は各クラス
の実施状況や結果を確
認していく。 

３ ３ 

・親和的な人間
関係を構築す
ることをねら
いとしたクラ
ス会議を、全
クラス第１次
～５次まで実
施する。 

○親和的な人間関係を構
築することをねらいと
したクラス会議を全ク
ラスで定期的に実施し
た。 

 

３ ３ ３ 

・親和的な
人間関係
を構築す
ることを
ねらいと
したクラ
ス会議の
継続実施。 

１ 

たくましい 

自らの健康
や体力に関
心を持ち、
よりよい生
活を築こう
とする児童
の育成 

★ 新
規 

基本的生
活習慣の
定着と運
動への意
欲の向上 

○児童が自分の

生活を振り返

り、よりよい生

活習慣づくり

をするチャレ

ンジ週間の実

施 

◆児童の意識調査 
肯定的評価85％
以上 

・生活習慣を意
識して生活し
ている 

 
◆児童の生活時間
調査 

・学習、読書時間 
・スマートフォン・
ゲーム時間 

・運動時間 
 
 
 
 

◆生活時間調査結果 
・生活習慣を意識して活動
している。 【72.2％】 
・1日の学習時間１時間以
上の児童  【72.3％】 

・平日のメディア使用時間
２時間未満  【77.0％】 

 
 

〇メディア時間と学習の相互

関係についての説明をし、

意識を高めることができ

た。生活習慣改善のための

具体的な方針を示すことが

できた。 

〇チャレンジ週間の実施が2

学期からのため、児童や保

護者の意識を高めることが

できなかった。 

２ ３ 

・学習時間や
メディア使
用時間につ
いてクラス
で話し合う
ことを通し
て、生活習
慣を意識さ
せる。・定期
的に生活習
慣のチャレ
ンジ週間を
実施し、改
善を図る。・
定期的に生
活習慣のチ
ャレンジ週
間 を 実 施
し、改善を
図る。 

◆生活時間調査結果 

・生活習慣を意識して活動

している。  【86.7％】 

・1日の学習時間１時間以

上の児童   【78.3％】 

・平日のメディア使用時間

２時間未満  【75.8％】 

〇メディアコントロール週

間を年3回実施し、委員

会活動と連携した取組み

により、より良い生活習

慣を意識して生活するこ

とができる児童を増やす

ことができた。 

○チャレンジ週間には、毎

日児童から給食時間に放

送で呼びかけを行った

り、保護者へメール配信

で啓発したりした。 

３ ３ ３ 

・「メディア
コントロ
ール週間」
の実施回
数を増や
す。 

 



（管理規則第３条実施要領 別紙様式）                                                               Ｎｏ.（４） 

４ 

 

○児童が運動へ

の関心を高め、

自分の目標を

目指し取り組

む活動の実施 

・運動遊びの紹

介 

・体育授業研修

実施 

◆体力テストの

課題となる運

動の再テスト 

・課題となった運

動の結果向上 

 

〇暑い日が続き、運動を実施
できる日が少なく、体力を
向上する取組みを行うこ
とができなかった。 

２ ２ 

・体力テスト
の記録を受 
けて、体力テ
スト記録会
を実施する。 
・かけあしタ
イムの実施。 
・委員会と連
携した体つ
くり運動の
紹介 

◆生活時間調査結果 
・平日の運動時間１時間以上 
       【59.9％】 
 

〇体育の授業で体力向上を
狙いとした運動を取り入
れた。かけあし記録会に向
けて、毎回の自分のタイム
を記録し、自分の目標や記
録に関心をもって運動に
取り組ませた。1日1時間
以上運動をする児童が
18.6ポイント増加した。 

３ ３ ３ 

・体力向上
研修を行
い、授業内
の体力向
上の取組
を継続的
に行う。 

１ 

活力あふれる学校  

信頼され
る学校づ
くりの推
進 

 

新
規 

 

保護者・
地域と学
校の連携
を強め、
共に育む 

○保護者・地域

との効果的

な連携 

・保護者・地域

と共に行う

学習活動 

・多様な情報発

信 

◆保護者・地域の

意識調査・ 

肯 定 的 評 価 

85％以上 

・学校の教育活動の様

子がよく分かる。 

・子どもたちの取組

を応援している。 

○児童・保護者・教職員の意

識調査結果 

・学校の教育活動の様子がよく分

かる。81％ 

・子どもたちの取組を応援してい

る。93％ 

・仕事にやりがいを感じている。

96％ 

回答率97％と高いことは成

果と考えるが、情報の発信の方

法を工夫する必要がある。 
２ ３ 

・保護者・地域
と共に行う
学習活動等
について、通
信やクラス
ルーム等、多
様な方法で
情報発信す
る。 

◆児童・保護者・教職員の
意識調査結果 

・学校の教育活動の様子
がよく分かる。【8５％】 

・子どもたちの取組を応援
している。  【9４％】 

 

〇PTAや地域と共に行う
活動を実施し、保護者へ
の情報発信に努め,子ど
もたちの取組を応援し
ている保護者が増えて
いる。 

３ ４ ４ 

・PTA・地域
と連携した
教育活動を
継続して行
うととも
に、多様な
情報発信に
努める。 

１ 
○タイムマネ

ジメントと

学びに向か

う時間の確

保 

◆教職員の勤務時

間外在校時間

45時間/月以内 

◆教職員の意識調査 

 肯 定 的 評 価 

85％以上 

・仕事にやりがい

を感じる 

○勤務時間外在校j時間 

・45時間/月以内 75％ 
 

定時退校に努め、効率 

的・効果的に校務に取組む

必要がある。 

・会議精選、業
務のルーテ
ィーン化等
により授業
準備等職員
の学びに向
かう時間を
確保する。 

◆勤務時間外在校j時間 
・45時間/月以内 【91％】 
◆教職員の意識調査 
・仕事にやりがいを感じ
ている。  【100％】 

〇職員の学びに向かう時
間を増やすと共に業務
のタイムマネジメント
により、勤務時間外在校
時間が改善している。 

４ ４ ４ 

・職員の学び
に向かう時
間の確保
と、個々の
業務のタイ
ムマネジメ
ントを継続
し、子ども
に力を付け
るための効
率的な業務
を遂行す
る。 

 

 
[プロセス評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ 
取組の目的に対する共通理解が顕著に認められ、状況の変化、問題が生じた

際は、協同的な課題解決が十分に図られた。 

４ 
取組の目的に対する共通理解が認められ、状況の変化、問題が生じた際は、

協同的な課題解決が概ね図られた。 

３ 
取組の目的に対する共通理解が一定程度認められ、状況の変化、問題が生じ

た際は、協同的な課題解決がある程度図られた。 

２ 
取組の目的に対する共通理解が認められ難く、状況の変化、問題が生じた際

の協同的な課題解決があまり図られなかった。 

１ 
取組の目的に対する共通理解が認められず、状況の変化、問題が生じた際の

協同的な課題解決が図られなかった。 

 

[達成評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ 目標を大幅に達成し、十分な成果をあげた。 

４ 目標を概ね達成し、望ましい成果をあげた。 

３ 目標をある程度達成し、一定の成果をあげた。 

２ 目標を下回り、成果よりも課題が多かった。 

１ 目標を大きく下回り、成果が認められなかった。 

 

[総合評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ １００％以上の達成度 十分に目標を達成できた。 

４ ８０％以上１００％未満の達成度 概ね目標を達成できた。 

３ ６０％以上８０％未満の達成度 ある程度目標を達成できた。 

２ ４０％以上６０％未満の達成度 
あまり目標を達成できなかっ

た。 

１ ４０％未満の達成度 目標を達成できなかった。 

 


